
                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
      新年あいさつ             区長 岡野 茂 
    新年明けましておめでとうございます。  

新しい年を迎えられ、皆様には如何お過ごしのことでしょうか？  

今年こそ、世界が平和で明るく穏やかな年になることを願っています。  

昨年は、新型コロナウイルス感染症の法律上の位置づけが緩和され、我慢、我慢の日々か

らやっと解放され、いつもの日常が戻ってきました。また、「高  幸せ計画」の初年度でもあ

り、自治振興区では「盆踊り大会」はじめ「ふるさと祭」・「狼煙プロジェクト」などの諸行

事を、より楽しい催しにとアイデアと工夫を凝らし取り組みました。おかげさまで皆さんの

ご協力をいただき天候にも恵まれて、予定していました行事の全てを実施することができました。  

また特に、昨年は高地域の若者の活躍が嬉しい年でもありました。改めて、皆さんへお礼

申し上げます。ありがとうございました。  

鹿児島国体高校生柔道団体の部準優勝の「野崎廉
ゆき

雅
まさ

君」（島根開星高校 3 年生）・  

選抜全国高校野球２１世紀枠広島県推薦校になった庄原実業高校硬式野球部の主将「石川梁

登君」（庄原実業高校２年生）・広島東洋カープジュニアに選ばれ“NPB12 球団ジュニアト

ーナメント KONAMI COP 2023”に出場の「大浦伸平君」（高小学校６年生）など高住民と

して誇らしく感じたところです。  

昨年は、自治振興区でも、これからの世代を担う若者と連携し、ともに地域づくり活動

に取り組むことができました。高地域の高校２年生が主体となって「にぎわいと楽しみ」

をテーマとして開催した「第２回  高駅前朝市（カフェ）」や高小学校全児童が「地域に笑

顔と元気を！」をテーマとして取り組んだ「ロールⅮＥ☆アート」、同じく高小５・６年生

が半年にわたり「地域を知り・考える」をテーマに取り組んだ「高駅にぎわいプロジェク

ト」などを実施しました。若者の活躍の場を地域につくるとともにこれからの地域をとも

に考える機会となりました。 

今年も地域振興計画である「高  幸せ計画」を基本として、人口減少と少子高齢化が進行

する状況にあっても、誰もが「楽しく」「生きがい」を感じながら「安心」して生活できる活

力ある高地域 ～幸せ感じる「高」暮らし～  をめざして、計画的に取り組んでいきたいと

考えています。 

自治振興区には十分な財源があるわけではございませんが、地域自治組織として、皆様の

参画と協力を得てアイデアと工夫を重ねながら取り組んで参りたいと考えています。  

どうぞ、今年もよろしくお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

  〒729-5811 庄原市高町821-4 ℡72-0935 令和6年1月5日発行  

  1 月の行事予定 

     （12 月 28 日現在） 

振興区主催行事 

10 日 (水）  大人絵手紙教室13：30 

20 日（土）  子 供 習 字 教 室10：00 

 他団体行事 

第 2.4 木曜  ふれあい給食 11：00 

定期使用の団体予定は各団体の代表者

へご確認ください  

まちづくりの目標  ～幸せ感じる“高”暮らし～   
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編集後記  

 新年あけましておめでとうございます。昨

年末はお忙しい中、沢山の行事にご参加頂き

ありがとうございました。  

 今年もやっぱり健康一番！皆さんと楽しい

ことができればいいなと思っています。参加

してみたい教室などがありましたら教えてく

ださい。今年もよろしくお願いします。  

  

      <ご芳志のお知らせ> 
お悔やみを申し上げるとともに  

      厚くお礼申し上げます  

        高地区社会福祉協議会  

 香典返し  高 町 谷川 裕昭 様 

       （故人 谷川 裕康 様） 

       川西町 岡田 伸一郎様 

       （故人 岡田 一三 様） 

 見舞返し  高 町 茶園 美音 様 

       川西町 守谷 喜昭 様 

       川西町 莵原  定  様 

 篤志寄付  高 町 倉上 芳子 様 

       高 町 矢部 弘子 様 

        

        

 

       

 

 

 

 

 

        

 

        

       

       

  

 

 広島東洋カープジュニア選出おめでとう！！ 

 この度、高小学校 6 年生の大浦伸平君（川西町  上川西自治会）  

が、広島東洋カープジュニアに選ばれ、年末に開催されました  

「NPB12 球団ジュニアトーナメント  KONAMI COP 2023」  

（12 月 26 日～28 日横浜スタジアムと明治神宮野球場）に出場し  

プロ野球 12 球団のジュニアと戦いました。  

 これからも頑張ってください。  

 

「アロマでスプレー作り」教室  

参加者募集  
アロマオイルの効能を知りながらお好みの

ルームフレグランスをつくります。ぜひご参

加ください。  

日  時：令和 6 年 2 月 1 日（木）13：30～  

講   師：瀬戸  照美さん  

材料費：1000 円  

定  員：10 名程度  

申込み：1 月 29 日（月）までに高自治振興  

    センター（72-0935）へ  

写真の門松は高取の森江光明さんと三上憲昭さんに作成していただきました  



                                  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月２２日（金）９時から､降りしきる雪の中､多くの皆さんにお集まり  

いただき、年末恒例の大掃除と消防訓練に取り組みました。 

屋外では側溝等の泥上げ､室内では拭き掃除を中心に､１年間の  

汚れ等をすっかり綺麗にしていただいた後､消防訓練（通報･避難訓  

練）では､日常の防災意識･火災等への備え･的確な避難行動等の  

重要性を再認識していただきました。  

 ご協力いただきました皆さん､寒い中ありがとうございました。 

 

 花を贈る活動  みんなでパンジー･ビオラを贈りました 

 今年度２回目の“花を贈る活動”を､１２月６日（水）高小ピロティに､１･２年生児童･民生  

委員児童委員･ひとり暮らし高齢者等巡回相談員の皆さんを中心に集合いただき､賑や  

かに実施しました。 

 今年は､昨年までの葉ボタンに替わり､すみれの仲間で冬のガーデンの主役であるパンジー･ビオラの苗を

組み合わせて３本ずつと､その空き間に木本駐在所長さん提供のチューリップの球根を２個ずつ植えました。  

 そして児童の皆さんが心を込めて描いたメッセージを添えて､ひとり暮  

らしの高齢者の方々の自宅や､事業所等へお届けしました。 

 かわいい花が冬の庭先を飾り､春先にはチューリップが芽を出し花を  

咲かせ､多くの方々の心が温かく和やかになることを願っています。  

 

年末慰問  手作り弁当と記念品をお届けしました  

 毎年末恒例となっております高地区社会福祉協議会主催の年末慰問活動を､１２月２１日（木）に実施

し､９０歳以上（令和５年１月１日現在）の方など６4 人に､手作り弁当と記念品の海苔等の詰合せをお届け

して大いに喜んでいただきました。  

 調理のボランティアさんには前日から当日のお昼にかけて料理の腕を振るっていただき､高社協理事･民

生委員児童委員･ひとり暮らし高齢者等巡回相談員の方々が手分けして１軒  

ずつ慰問訪問しお届けしました。  

 また､お弁当の米は（農法）高下から､野菜等の食材を  

多くの方から提供いただいております。多くの皆さんの  

ご協力に､心より感謝申し上げます。  

 
  しめ縄を作り新年を迎える準備をしました  

 12 月 25 日（月）9 時から、講師に佐々川賢志さんをお迎えし、「お正月しめ縄作り教室」

を実施しました。午前中は縄を編み大中小の三つの縄を作りながら「1 年前の作業を忘れとる

ね」「そうだった！思い出した！」と会話も楽しく  

弾み、取り組むことができました。午後からは沢山  

の縁起物を飾りつけ、想定より早く仕上がりました。    

 3 年目となる今年は 11 名の方にご参加いただき、  

初参加の方から 3 回目の方まで協力し合いしめ縄を  

作ることができました。参加された方からは来年も  

参加したいなどの声も聞かれ、今年最後の行事を無  

事終えることができました。  

 １２月１５日（金）１４時からにプロジェクト最後となるセレモニーを高駅で開催しました。  

当日は、制作してきた「写真撮影用顔はめパネル台」を駅待合室に設置するとともに６年生が

高駅を描いた水彩画を展示しました。その後、高小学校１年生・校長先生をはじめとする教職員、

保護者、地域の方々、高地区社会福祉協議会長及び自治振興区長・役職員・地域マネージャー及

び、市役所関係課職員・社協職員が見守る中、高小学校５・６年生によるセレモニーが始まり、

関係者のあいさつに続き、ショルダーミニキーボードとリコーダーによ  

る演奏・けん玉演技の披露、名文暗唱では５年生による宮沢賢治の「雨ニ  

モマケズ」６年生よる「日本国憲法前文」がそれぞれ発表され、そして、  

最後に参加者全員による高小学校校歌を斉唱して終了しました。  

この「高駅にぎわいプロジェクト」は主催が高自治振興区、共催が高  

小学校で、「芸備線・木次線利用促進事業支援金」を活用して、高小学校  

５・６年生が、大切な地域交通である鉄道と高駅について学び、これか  

らの地域を考えるとともに地域づくりへの参加意欲を高める機会をつくることを目的として、自

治振興区と小学校が連携して取り組みました。 

 取組みの期間は、７月２１日から１２月１５日までの約半年間で高駅の清掃活動をはじめ、６

年生による高駅のスケッチと写生     （作品は高駅に展示）・「高駅へようこそ」「いっ         

                      てらっしゃい」の看板づくり、「写真撮影用  

                       顔はめパネル台」の制作・色付けと防腐液  

                       （柿渋塗布）・組立て、運搬などを行いまし  

                        た。そしてプロジェクトの仕上げとして、 

                        パネルを駅待合室へ設置するとともに完   

                        成セレモニーを行い「高駅前にぎわいプロ  

                        ジェクト」を終えました。看板の駅舎取付  

                        けや「写真撮影用顔はめパネル台」の制作・ 

                        組立てなどの作業は、子どもたちと教職  

                        員・自治振興区の関係者が協力して、とも  

                        に取り組みました。  

この活動通じて地域と学校が連携できたことで子ども  

たちが地域に目をむけてくれ  

る気運が高まったことや今ま  

で以上に学校（こどもたち）  

と自治振興区のより良い関係  

がきづけたことなどが何より  

も嬉しいことと感じました。  

 


